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はじめに

開発援助委員会（DAC）の評価作業部会（WP-EV）はこのほど、評価及び結果重視マネジメントの分野における諸概念を明確に
し、用語の混乱を防ぐ必要性から、この基本用語集を作成しました。評価という分野では、言語的背景が大きく異なることの多い
複数の開発パートナーが共同作業を行うので、共通の語彙を使用する必要があります。ところが、年月の経過とともに用語の定義
が変化し、まさに「偽りの友」（faux amis）と呼ばれるような、矛盾と両義性に満ちた状態になっていました。こうした背景から、
この分野で使われる用語を明確化して洗練させ、調和のとれた共通の基盤を持つようにすることが急務となりました。評価作業部
会では、この用語集の発行を通じて、開発に関する活動とその評価作業に従事するパートナー国、開発機関、開発銀行、非政府組
織など全ての人々の間で、対話と理解が促進され改善されることを希望しています。評価に関する研修や実際の開発業務に携わる
際、この用語集は貴重な参考書の働きをするはずです。

用語の選定と定義については、入念な検討と分析を行い、開発援助委員会のメンバーと評価関連の学識経験者の方々を中心に助
言や情報をいただきました。世界銀行を議長とする評価作業部会タスクフォースを結成し、このタスクフォースが開発援助委員会
事務局と協力してこの用語集作成というプロジェクトを進めました。フランスがフランス語版の作成を主導する一方、米州開発銀
行がスペイン語版の作成を担当しました。デンマーク、オランダ、ノルウェー、国連開発計画（UNDP）は初期段階の評価用語の
収集及びレビュー作業に対する資金支援を行い、スイスは、この用語集（無料配布）を製作するための資金を支援しました。

用語集の作成に際しては、明瞭、簡潔を最重視するとともに、主要な開発機関や開発銀行のそれぞれの語彙の使用法を他者に押
し付けないという協調と歩み寄りの精神を指針としました。開発援助の実施や運営の手段の変化とともに用語も進化を続けること
になりますが、この用語解説集が現在使われている基本用語の最新のものです。

評価作業部会議長
ニールス・デーベルスタイン
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DACの評価作業部会は、評価方法を改善し開発協力政策の一手段としての評価の活用を推進するため、ドナー国及び（又は）
国際機関の開発の評価に関する専門家が定期的に集まり、互いの経験を共有する国際的な場である。

評価作業部会は DACの下部組織として運営されており、現在のメンバーは 30の OECD加盟国及び国際機関の代表である（オ
ーストラリア、オーストリア、ベルギー、カナダ、デンマーク、欧州委員会、フィンランド、フランス、ドイツ、ギリシャ、
アイルランド、イタリア、日本、ルクセンブルグ、オランダ、ニュージーランド、ノルウェー、ポルトガル、スペイン、スウ
ェーデン、スイス、英国、米国、世界銀行、アジア開発銀行、アフリカ開発銀行、米州開発銀行、欧州復興開発銀行、国連開
発計画、国際通貨基金）。

詳しい情報は、OECD開発協力局の「援助の有効性」アドバイザー、Hans Lundgren（2 ru Andre_-Pascal , 75775 Paris Cedex 16,

France. ウェブサイト: www.oecd.org/dac/evaluation）から入手できる。
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TERMS GROUPED BY CATEGORIES／分野別用語
Page ページ

Quality Assurance 質の保証

Appraisal 4 審査（注 1） 4
Audit 5 監査 5
Conclusions 7 結論 7
Evaluability 9 評価可能性 9
Evaluation 9 評価 9
Feedback 10 フィードバック 10
Finding 10 評価結果 10
Lessons learned 13 教訓 13
Monitoring 14 モニタリング 14
Performance measurement 15 実績測定（パフォーマンス・メジャメント） 15
Quality Assurance 17 質の保証 17
Recommendations 17 提言 17
Results-Based Management 19 結果重視マネジメント 19

Stakeholder s 利害関係者
Beneficiaries 6 受益者 6
Partners 14 パートナー 14
Reach 17 対象範囲（影響範囲） 17
Stakeholders 20 利害関係者 20
Target group 20 ターゲット・グループ 20

L ogical fr amework ロジカル・フレームワーク
Activity 4 活動 4
Assumptions 5 仮定 5
Development objective 8 開発目標 8
Logical framework 13 ロジカル・フレームワーク 13

Results-Based Management 結果重視マネジメント

Benchmark 6 ベンチマーク 6
Inputs 12 インプット（投入） 12
Outcome 14 アウトカム（成果） 14
Outputs 14 アウトプット（産出物） 14
Performance 15 実績（パフォーマンス） 15
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Page ページ

Performance indicator 15 実績指標 15
Performance measurement 15 実績測定（パフォーマンス・メジャメント） 15
Performance monitoring 15 実績モニタリング 15
Project or program objective 16 プロジェクトあるいはプログラム目標 16
Purpose 17 目的 17
Results 18 結果 18
Results Chain 18 結果の連鎖 18
Results framework 18 結果のフレームワーク 18
Results-Based Management 19 結果重視マネジメント 19

Evaluation tools, measur es, analyses, and cr iter ia 評価ツール、測定、分析、及び基準

Accountability 4 アカウンタビリティ（説明責任） 4
Analytical tools 4 分析ツール 4
Attribution 5 帰属 5
Base-line study 6 ベースライン調査 6
Counterfactual 7 反事実的状況 7
Data Collection Tools 7 データ収集ツール 7
Development Intervention 7 開発インターベンション（注 2） 7
Economy 8 経済性 8
Effect 8 効果 8
Effectiveness 8 有効性 8
Eff iciency 9 効率性 9
Feedback 10 フィードバック 10
Goal 11 上位目標 11
Impacts 11 インパクト 11
Indicator 11 指標 11
Institutional Development Impact 12 組織制度的開発インパクト 12
Lessons learned 13 教訓 13
Reach 17 対象範囲（影響範囲） 17
Relevance 17 妥当性 17
Reliabil ity 18 信頼性 18
Sustainability 20 自立発展性（持続可能性） 20
Terms of reference 21 委託事項 21
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Page ページ

Triangulation 21 トライアンギュレーション 21
Validity 21 正当性 21

Type of evaluations 評価の種類

Cluster evaluation 6 クラスター評価 6
Country Program Evaluation/Country Assistance Evaluation 7 国別プログラム評価／国別援助評価（注 3） 7
Ex-ante evaluation 10 事前評価 10
Ex-post evaluation 10 事後評価 10
External evaluation 10 外部評価 10
Formative evaluation 10 形成評価 10
Independent evaluation 11 独立評価 11
Internal evaluation 12 内部評価 12
Joint evaluation 12 合同評価 12
Meta-evaluation 13 メタ評価 13
Mid-term evaluation 13 中間評価 13
Participatory evaluation 14 参加型評価 14
Process evaluation 16 プロセス評価 16
Program evaluation 16 プログラム評価（注 4） 16
Project evaluation 16 プロジェクト評価（注 5） 16
Review 19 レビュー 19
Risk analysis 19 リスク分析 19
Sector program evaluation 19 セクター・プログラム評価 19
Self-evaluation 20 自己評価 20
Summative evaluation 20 総括評価 20
Thematic evaluation 21 テーマ別評価 21

訳注
注 1：開発援助以外の分野では、「査定」と訳される場合がある。
注 2：開発援助以外の分野では、「介入」と訳される場合がある。
注 3：外務省では「国別評価」と呼称している。
注 4：外務省では「プログラムレベル評価」と呼称している。
注 5：外務省では「プロジェクトレベル評価」と呼称している。
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アカウンタビリティ（説明責任）
事前に合意した規定と基準に従って業務を遂行したことを明
示する義務。または、与えられた権限に基づく役割及び（又は）
計画に照らして、実績（パフォーマンス）を公正かつ正確に報
告する義務。場合によっては、業務が契約条件に一致している
ことを慎重に、ときには法的に説明できるような形で示すこと
が求められる。
注： 開発の分野におけるアカウンタビリティ（説明責任）
とは、定められた責任、役割、期待される実績（パフォーマン
ス）に従ってパートナーが行動する義務、また、資源の適切な
使用という観点からの義務を指す場合がある。評価者にとって
は、正確、公正でかつ信頼できるモニタリングの報告と実績測
定結果を提供する責任をも意味する。また、公共セクターの責
任者及び政策立案者にとってアカウンタビリティ（説明責任）
とは、納税者及び（又は）市民に対するものである。

Accountabi li ty
Obli gati on to demonstrate that work  has been conducted in
compli ance wi th agreed rules and standards or  to report fair ly  and
accurately  on perf ormance results vi s a vi s mandated roles and /or
pl ans.  This may require a careful, even legall y defensible,
demonstration that the work  is consistent wi th the contract terms.
Note: Accountabi li ty  in development may refer to the obli gati ons of
partners to act according to cl earl y defi ned responsi bi li ti es, roles and
perf ormance expectations, of ten wi th respect to the prudent use of
resources.  For eval uators, it  connotes the responsi bi li ty  to prov ide
accurate, fair  and credible moni tori ng reports and perf ormance
assessments.  For publ ic sector  managers and poli cy -makers,
accountabi li ty  is to taxpayers/ci ti zens.

活動
行動や業務のことであり、これを通じて特定のアウトプット
（産出物）を生み出すためにインプット（投入）（資金、技術
支援、その他の種類の資源）がなされる。
関連項目：開発インターベンション

Acti vi ty
Acti ons taken or  work  perf ormed through which inputs, such as

funds, techni cal assi stance and other types of  resources are mobi li zed
to produce specif ic outputs.

Related term: development interventi on.

分析ツール
評価に際し、情報を処理、解釈するために使われる手法。

Anal yt ical  tool s
Methods used to process and interpret information duri ng an

eval uati on.

審査
資金拠出を決定する前に、開発インターベンションの妥当
性、実施可能性及び潜在的な自立発展性（持続可能性）を全体
的に査定すること。
注： 開発機関、開発銀行等において、審査の目的は、その
活動が組織の資源の適切な使用を意味するかどうかを意思決定
者が判断できるようにすることにある。

Appr ai sal
An overal l assessment of  the relevance, feasibil ity and potential

sustai nabi li ty  of  a development interventi on pr ior to a deci si on of
funding.
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活動が組織の資源の適切な使用を意味するかどうかを意思決定
者が判断できるようにすることにある。
関連項目：事前評価

Note: In development agenci es, banks, etc., the purpose of
apprai sal is to enable deci si on-makers to deci de whether the acti vi ty
represents an appropri ate use of  corporate resources.

Related term: ex -ante eval uati on

仮定
開発インターベンションの進捗や成功に影響を及ぼす可能性
のある要因またはリスクに関する仮説。
注： 仮定は、評価自体の妥当性に影響する仮定的な条件と
捉えることもできる（例：サーベイのためのサンプリング手順
を計画する際の母集団の特性などに関する前提）。予期した結
果の連鎖を系統立てて追跡する評価方法である「セオリー評価
(Theory based eval uati ons)」では、仮定が明示される。

Assumpti ons
Hypotheses about factors or  ri sks which coul d af fect the progress

or  success of  a devel opment interventi on.
Note: Assumpti ons can al so be understood as hypothesized

condit ions that bear  on the vali di ty  of  the eval uati on itself , e.g., about
the characteri st ics of  the populati on when desi gning a sampli ng
procedure for a survey.  Assumpti ons are made expl icit in theory
based eval uati ons where eval uati on tracks systematical ly  the
anti ci pated results chai n.

帰属
認識された変化と特定の支援とをある因果関係に帰するこ
と。
注：  帰属とは、以下の点が信用できるものかどうかにも関
係する。すなわち、認められた開発効果は、他のインターベン
ション、区別困難な要因、あるいは外的影響を考慮に入れた上
で、ある特定のパートナーまたは複数のパートナーによる特定
のインターベンションや実績（パフォーマンス）に帰すること
ができるのかという点である。

At tr ibut ion
The ascr ipti on of  a casual  li nk  between observed (or expected to be

observed) changes and a specif ic interventi on.
Note: Attr ibution refers to that which is to be credited for the

observed changes or  results achi eved.  I t  represents the ex tent to
which observed development eff ects can be attr ibuted to a specif ic
interventi on or  to the perf ormance of  one or  more partner taki ng
account of  other interventi ons, (anticipated or  unanti ci pated)
conf ounding factors, or  ex ternal  shocks.

監査
組織の業務の価値を高めたり改善することを目的として計画
された、独立しかつ客観的な確認活動。厳密なリスク管理、統
制、組織運営プロセスの効果を査定、改善するための系統的、
規律あるアプローチを用いて、組織が目標を達成できるよう支
援する。

Audi t
　An independent, objective assurance acti vi ty  desi gned to add value
and improve an organi zati on’ s operations.  I t  helps an organi zati on
accompli sh its objectives by  br ingi ng a systematic, di scipli ned
approach to assess and improve the ef fectiveness of  ri sk  management,
control and governance processes.
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援する。
注： 通常の監査（財務監査）と実績監査は異なるものであ
り、前者が法令や規則と合致しているかという点（合規性）に
着目するのに対し、後者は妥当性、経済性及び効果に着目する。
外部監査が独立した組織によって実施されるのに対し、内部監
査は内部管理について査定するものであり、経営部門への報告
を担当する部門によって実施される。

control and governance processes.
Note: a di st inction is made between regulari ty  (f inanci al ) audi ti ng,

which focuses on compli ance wi th appl icable statutes and regulati ons;
and perf ormance audi ti ng, which is concerned wi th relevance,
economy, ef f i ci ency  and ef fectiveness.  Internal  audi ti ng prov ides an
assessment of  internal  controls undertaken by  a unit reporting to
management whil e ex ternal  audi ti ng is conducted by  an independent
organi zati on.

ベースライン調査
開発インターベンションに先だって行われる現状分析のこと
であり、この分析に基づいて、進捗状況の査定や比較が行われ
る。

Base-l ine st udy
An anal ysis descri bi ng the si tuation pr ior to a development

interventi on, agai nst which progress can be assessed or  compar isons
made.

ベンチマーク
参考となる点または標準のことであり、これに基づいて、実
績（パフォーマンス）や達成度が査定される。
注： ベンチマークは、類似の他の組織がごく最近達成した
実績（パフォーマンス）またはその状況の中で達成されるべき
であると推測される事柄をも意味する。

Benchmar k
Reference point or  standard agai nst which perf ormance or

achi evements can be assessed.
Note: A benchmark refers to the perf ormance that has been

achi eved in the recent past by  other comparable organi zati ons, or
what can be reasonably  inferred to have been achi eved in the
ci rcumstances.

受益者
対象とされている、されていないに拘わらず、開発インター
ベンションによって直接もしくは間接的に便益を受ける個人、
グループ、組織。
関連用語：対象範囲（影響範囲）、ターゲット・グループ

Benefi ci ar ies
The indi vi dual s, groups, or  organi zati ons, whether targeted or  not,

that benefi t,  di rectly  or  indi rectly, from the development interventi on.
Related terms: reach, target group.

クラスター評価
関連する活動、プロジェクト及び（又は）プログラムをひと
まとめのものとして評価すること。

Cl uster  eval uati on
An eval uati on of  a set of  related acti vi ti es, proj ects and/or

programs.
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まとめのものとして評価すること。 programs.

結論
結論とは、評価対象となるインターベンションの成功要因と
失敗要因を指摘するものであり、特にその結果やインパクトが
意図されていたか、または意図されていなかったか、さらによ
り一般的にその他の長所と短所にも注意を払う。結論はデータ
収集及び分析をもとに、明解な議論の積み重ねを通して導き出
される。

Conclusi ons
Conclusi ons point out the factors of  success and fail ure of  the

eval uated interventi on, wi th special attention paid to the intended and
unintended results and impacts, and more generall y to any other
strength or  weakness.  A conclusi on draws on data coll ecti on and
anal yses undertaken, through a transparent chai n of  arguments.

反事実的状況
開発インターベンションが行われなかったとしたら、当該個
人、組織、グループが置かれたであろうと想定される状況ある
いは状態。

Counter f actual
The si tuation or  condit ion which hypothetical ly  may prevai l for

indi vi dual s, organi zati ons, or  groups were there no development
interventi on.

国別プログラム評価／国別援助評価
あるパートナー国における、単独あるいは複数のドナーの開
発インターベンションのポートフォリオ及びその開発支援の背
景にある援助戦略の評価。

Countr y Pr ogram Eval uati on/Count ry  Assi st ance Eval uati on
Eval uati on of  one or  more donor’ s or  agency 's portfoli o of

development interventi ons, and the assi stance strategy  behi nd them,
in a partner country.

データ収集ツール
評価作業において、情報源の特定と情報収集を行うために用
いられる方法。
注： 例として、フォーマル及びインフォーマル・サーベイ、
直接及び参加型観察、コミュニティ・インタビュー、フォーカ
ス・グループ（ディスカッション）、有識者の意見、ケース・
スタディ、文献資料調査など。

Data Coll ecti on Tools
Methodol ogies used to identi fy  information sources and coll ect

information duri ng an eval uati on.
Note: Exampl es are informal  and formal  surveys, di rect and

participatory observation, community interv iews, focus groups,
expert opinion, case studies, li terature search.

開発インターベンション
開発を促進するためにパートナー（ドナー及び非ドナー）が
支援を行うための手段。

Development Interventi on
An instrument for partner (donor  and non-donor)  suppor t ai med to

promote development.
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注： 例として、政策提言、プロジェクト、プログラムなど。 Note: Exampl es are poli cy  advi ce, proj ects, programs.

開発目標
意図されたインパクトのことであり、一つまたはそれ以上の
開発インターベンションを通じて、ある社会、コミュニティ、
グループの物理的、財政的、制度的、社会的、環境的その他様々
な便益に貢献するもの。

Development obj ect ive
Intended impact contri buti ng to physical , f i nancial, institut ional,

soci al , envi ronmental, or  other benefi ts to a soci ety, community, or
group of  people vi a one or  more development interventi ons.

経済性
アウトプット（産出物）に無駄がないこと。
注： 使用された少ない資源のコストが、計画された目標を
達成するための必要最小限に近似しているとき、その活動は経
済的であるといえる。

Economy
Absence of  waste for a gi ven output.
Note: An acti vi ty  is economical  when the costs of  the scarce

resources used approx imate the mi ni mum needed to achi eve pl anned
objectives.

効果
インターベンションによって直接あるいは間接的に引き起こ
される、意図された変化または意図されていなかった変化。
関連用語：結果、アウトカム（成果）

Ef fect
Intended or  unintended change due di rectly  or  indi rectly  to an

interventi on.
Related terms: results, outcome.

有効性
開発インターベンションの目標が実際に達成された、あるい
はこれから達成されると見込まれる度合いのことであり、目標
の相対的な重要度も勘案しながら判断する。
注： 「有効性」とは、活動の長所または価値を総合的に測
る尺度（もしくは判断）としても用いられる。すなわち、当該
インターベンションが、持続的な方法で、また、組織制度開発
上の発展にプラスのインパクトをもたらしながら、その主要な
目標を効率的に達成したかという度合いのことである。
関連語：効能

Ef fect iveness
The ex tent to which the development interventi on’ s objectives were

achi eved, or  are expected to be achi eved, taki ng into account thei r
relati ve importance.

Note: Al so used as an aggregate measure of  (or judgment about)  the
meri t or  worth of  an acti vi ty, i.e., the ex tent to which an interventi on
has attained, or  is expected to attain, its major relevant objectives
ef f i ci entl y in a sustai nabl e fashion and wi th a posi ti ve institut ional
development impact.

Related term: ef f i cacy.
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効率性
資源及び（又は）インプット（投入）（資金、専門技術（知
識）、時間など）がいかに経済的に結果を生み出したかを示す
尺度。

Ef fi ci ency
A measure of  how economical ly  resources/inputs (f unds, expertise,

ti me, etc.) are conver ted to results.

評価可能性
活動やプログラムがどれほど信用、信頼に値する形で評価さ
れうるかという度合い。
注： 評価可能性の査定には、活動の目標が適切に限定され
ているか、その結果が実証可能かどうかを確認するために、評
価対象の活動を早期に見直すことが必要である。

Evaluabil it y
Ex tent to which an acti vi ty  or  a program can be eval uated in a

reli able and credible fashion.
Note: Eval uabi li ty  assessment call s for the earl y revi ew of  a

proposed acti vi ty  in order to ascertai n whether its objectives are
adequately  defi ned and its results veri f i able.

評価
現在実施中、あるいは既に終了したプロジェクト、プログラ
ム、政策及びその計画、実施、結果についての体系的かつ客観
的な査定。目標の妥当性及び達成度、開発の効率性、有効性、
インパクト、自立発展性（持続可能性）の判断を目的とする。
評価は、得られる教訓が被援助国側、ドナー側双方の意思決定
プロセスに活用されるような信頼性及び有用性の高い情報を提
供するものでなければならない。
評価はまた、活動、政策、プログラムの価値や意義を決定す
るプロセスであり、計画中、実施中または既に終了した開発イ
ンターベンションについて、可能な限り体系的かつ客観的な査
定である。
注： 評価は、標準を定義づけること、標準に照らした実績
（パフォーマンス）を検証すること、実際の結果、予測される
結果及び関連する教訓を見いだすことを見極めることである。
関連用語：レビュー

Eval uati on
The systematic and objective assessment of  an on-goi ng or

completed proj ect, programme or  poli cy, its desi gn, impl ementation
and results.  The ai m is to determine the relevance and fulf il lment of
objectives, development ef f i ci ency, ef fectiveness, impact and
sustai nabi li ty.  An eval uati on should prov ide information that is
credible and usef ul , enabli ng the incorporation of  lessons learned into
the deci si on-mak ing process of  both reci pi ents and donors.

Eval uati on al so refers to the process of  determining the worth or
si gnif icance of  an acti vi ty, poli cy  or  program.  An assessment, as
systematic and objective as possible, of  a pl anned, on-goi ng, or
completed development interventi on.

Note: Eval uati on in some instances involves the defi ni ti on of
appropri ate standards, the examination of  perf ormance agai nst those
standards, an assessment of  actual  and expected results and the
identi f i cati on of  relevant lessons.

Related term: revi ew.
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事前評価
開発インターベンションの実施前に行われる評価。
関係用語：審査、開発支援開始時の質

Ex-ant e eval uati on
An eval uati on that is perf ormed before impl ementati on of  a

development interventi on.
Related terms: apprai sal, qual ity at entry.

事後評価
開発インターベンションが終了した後に行われる評価。
注： これは終了直後に行われることもあれば、終了後時間
をおいてから行われることもある。意図するところは成功要因
と失敗要因を明確にし、結果及びインパクトの自立発展性（持
続可能性）を査定し、またその他のインターベンションの参考
となるような結論を導き出すことである。

Ex-post eval uati on
Eval uati on of  a development interventi on af ter it  has been

completed.
Note: It  may be undertaken di rectly  af ter or  long af ter completi on.

The intention is to identi fy  the factors of  success or  fail ure, to assess
the sustai nabi li ty  of  results and impacts, and to draw conclusi ons that
may inform other interventi ons.

外部評価
ドナーや援助実施に関わる組織以外の組織及び（又は）個人
によって行われる開発インターベンションの評価。

Ex ternal  eval uati on
The eval uati on of  a development interventi on conducted by  enti ti es

and/or  indi vi dual s outside the donor and impl ementi ng organi zati ons.

フィードバック
評価プロセスを通じて得られた評価結果を関係者に伝達する
ことは、学習を促進する観点から有益である。またフィードバ
ックには、経験から導き出された評価結果、結論、提言、教訓
の収集及び普及が含まれることもある。

Feedback
The transmissi on of  f i ndings generated through the eval uati on

process to part ies for whom it is relevant and usef ul  so as to faci li tate
learni ng. This may involve the coll ecti on and di ssemination of
f i ndings, conclusi ons, recommendati ons and lessons from experi ence.

評価結果
評価結果は、ひとつまたは複数の評価から得られる証拠を用
いるものである。

Fi nding
A fi nding uses ev idence from one or  more eval uati ons to al low for

a factual statement.

形成評価
実績（パフォーマンス）の改善を意図して行われる評価であ
り、そのほとんどはプロジェクトやプログラムの実施段階で行
われる。

Format ive eval uati on
Eval uati on intended to improve perf ormance, most of ten conducted

duri ng the impl ementati on phase of  proj ects or  programs.
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り、そのほとんどはプロジェクトやプログラムの実施段階で行
われる。
注： 形成評価は、その他の理由によって行われることもあ
る。すなわち、法律上の要請から、あるいはより大きな評価作
業の一部として行われることもある。
関連用語：プロセス評価

duri ng the impl ementati on phase of  proj ects or  programs.
Note: Formative eval uati ons may al so be conducted for other

reasons such as compli ance, legal requirements or  as part of  a larger
eval uati on init iati ve.

Related term: process eval uati on.

上位目標
開発インターベンションによる貢献が期待されている、より
高次の目標。
関連用語：開発目標

Goal
The hi gher -order  objective to which a development interventi on is

intended to contribute.
Related term: development objectives.

インパクト
開発インターベンションによって直接または間接に、意図的
にまたは意図せずに引き起こされる、肯定的、否定的及び一次
的、二次的な長期的効果。

Impact s
Posi ti ve and negati ve, pr imary and secondary long-term ef fects

produced by  a development interventi on, di rectl y or  indi rectly,
intended or  unintended.

独立評価
（評価の対象となる）開発インターベンションの計画及び実
施に責任を有する者から統制を受けない組織や個人によって行
われる評価。
注： 評価の信頼性は、いかに独立して実施されたかという
点にある程度かかっている。ここで独立とは、政治的影響や組
織的圧力に左右されないことを意味する。独立評価は、情報へ
の完全なアクセスがあること、調査の実施及び評価結果の報告
において評価者の完全な自主性が保たれるという特徴をもつ。

Independent eval uati on
An eval uati on carr ied out by  enti ti es and persons free of  the control

of  those responsi bl e for the desi gn and impl ementati on of  the
development interventi on.

Note: The credibil ity of  an eval uati on depends in part on how
independentl y it  has been carr ied out.  Independence impl ies
freedom from poli ti cal inf l uence and organi zati onal  pressure.  I t  is
characteri zed by  full  access to information and by  full  autonomy  in
carryi ng out investigations and reporting f i ndings.

指標
量的又は質的な要素又は変数のことであり、これによってイ
ンターベンションの達成度を測定するため、支援によって生じ
た変化を明示するため、または開発関係者の実績（パフォーマ
ンス）を査定する手助けとなるための簡潔かつ信頼できる手段
がもたらされる。

Indi cator
Quanti tati ve or  qual itative factor  or  vari able that prov ides a si mple

and reli able means to measure achi evement, to refl ect the changes
connected to an interventi on, or  to help assess the perf ormance of  a
development actor.
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た変化を明示するため、または開発関係者の実績（パフォーマ
ンス）を査定する手助けとなるための簡潔かつ信頼できる手段
がもたらされる。

connected to an interventi on, or  to help assess the perf ormance of  a
development actor.

インプット（投入）
開発インターベンションに使用される財政的、人的及び物質
的資源。

Inputs
The fi nancial, human, and materi al  resources used for the

development interventi on.

組織制度的開発インパクト
インターベンションによってその国又は地域が人的、財政的
及び天然資源を効果的で公正かつ持続的に利用する能力を向上
あるいは減退させる度合い。例えば、（a）組織制度的仕組み
の明確さ、安定性、透明性、実行力及び予測可能性が向上する
こと、及び（又は）（b）これら組織制度的仕組みに相応する、
組織の任務と能力がその権限により一致するようになるなどで
ある。こうしたインパクトには、ある行動による意図された、
及び意図されない効果が含まれる。

Inst it ut ional Development Impact
The ex tent to which an interventi on improves or  weakens the

abil ity of  a country or  regi on to make more ef f i ci ent, equi tabl e, and
sustai nabl e use of  its human, f i nancial, and natural resources, for
exampl e through: (a) better  defi ni ti on, stabil ity, transparency,
enforceabi li ty  and predictabi li ty  of institut ional ar rangements and/or
(b) better  al ignment of  the mi ssion and capaci ty  of  an organi zati on
wi th its mandate, which deri ves from these institutional ar rangement.
Such impacts can incl ude intended and unintended ef fects of  an
acti on.

内部評価
ドナー、パートナーあるいは援助実施に関わる組織の経営部
門に対する報告を行う部局及び（又は）個人によって行われる
開発インターベンションの評価。
関連用語：自己評価

Internal  eval uati on
Eval uati on of  a development interventi on conducted by  a unit

and/or  indi vi dual s reporting to the management of  the donor, partner
or  impl ementi ng organi zati on.

Related term: self -evaluation.

合同評価
異なる複数の援助機関及び（又は）パートナーが参加して行
う評価。
注： 個々のパートナーがどれくらい評価プロセスに協力
し、評価のための資源を持ちより、個々の評価報告を組合わせ
るかによって、さまざまな「合同」の程度がある。合同評価は、
プログラム及び戦略の有効性、複数のパートナーの支援の補完
性、援助調整の質等を査定する際に生じる個々のドナーへの帰
属問題を克服するのに役立つ。

Joint eval uati on
An eval uati on to which di ff erent donor agenci es and/or  partners

participate.
Note: There are vari ous degrees of  “ jointness”  depending on the

ex tent to which indi vi dual  partners cooperate in the eval uati on
process, merge thei r eval uati on resources and combine thei r
eval uati on reporting.  Joint eval uati ons can help overcome
attr ibution problems in assessing the ef fectiveness of  programs and
strategi es, the complementar ity of  ef forts suppor ted by  di ff erent
partners, the qual ity of  ai d coordi nati on, etc.
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るかによって、さまざまな「合同」の程度がある。合同評価は、
プログラム及び戦略の有効性、複数のパートナーの支援の補完
性、援助調整の質等を査定する際に生じる個々のドナーへの帰
属問題を克服するのに役立つ。

process, merge thei r eval uati on resources and combine thei r
eval uati on reporting.  Joint eval uati ons can help overcome
attr ibution problems in assessing the ef fectiveness of  programs and
strategi es, the complementar ity of  ef forts suppor ted by  di ff erent
partners, the qual ity of  ai d coordi nati on, etc.

教訓
プロジェクト、プログラム、政策における評価経験に基づく
帰納的結果であり、特定の状況から抽出され、より幅広い場面
に適用される。「教訓」は、準備、計画、実施というそれぞれ
の段階において、実績（パフォーマンス）、アウトカム（成果）
及びインパクトに影響を与える長所や短所をしばしば明確にす
るものである。

Lessons lear ned
Generali zati ons based on eval uati on experi ences wi th proj ects,

programs, or  poli ci es that abstract from the specif ic ci rcumstances to
broader si tuations.  Frequently, lessons hi ghli ght strengths or
weaknesses in preparation, desi gn, and impl ementati on that af fect
perf ormance, outcome, and impact.

ロジカル・フレームワーク（ログフレーム）
インターベンションの計画を改善させるために用いられるマ
ネジメント・ツールであり、多くの場合プロジェクト・レベル
において使われる。これには成功又は失敗に影響する戦略的要
素（インプット（投入）、アウトプット（産出物）、アウトカム
（成果）、インパクト）やこれらの因果関係、指標及び仮定あ
るいはリスクを特定する作業が含まれる。ロジカル･ フレーム
ワークは、このように開発インターベンションの計画、実施及
び評価を促進するものである。
関連用語：結果重視マネジメント

Logi cal fr amewor k (Logf rame)
Management tool  used to improve the desi gn of  interventi ons, most

of ten at the proj ect level. I t  involves identi fy ing strategi c el ements
(i nputs, outputs, outcomes, impact) and thei r causal  relati onships,
indi cators, and the assumpti ons or  ri sks that may infl uence success
and fail ure.  I t  thus faci li tates pl anni ng, execution and eval uati on of
a development interventi on.

Related term: results based management

メタ評価
この用語は、一連の評価から評価結果を集計することを意図
した評価に対して使われる。また、評価の質の判断及び（又は）
評価実施者の実績（パフォーマンス）を査定するための、評価
の評価という意味で使われる。

Meta-evaluat ion
The term is used for eval uati ons desi gned to aggregate f i ndings

from seri es of  eval uati ons.  I t  can al so be used to denote the
eval uati on of  an eval uati on to judge its qual ity and/or  assess the
perf ormance of  the eval uators.
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中間評価
インターベンション実施の中間段階に行われる評価。
関連用語：形成評価

Mi d- term eval uati on
Eval uati on perf ormed towards the mi ddle of  the peri od of

impl ementati on of  the intervention.
Related term: formative eval uati on.

モニタリング
実施中の開発インターベンションの管理部門や主要な利害関
係者に対して、目標の達成度及び進捗の度合い、配分された資
金の活用状況に関する情報を提供するために、特定の指標に関
するデータを体系的に集積したものを用いて行う継続的な機
能。
関連用語：実績モニタリング、指標

Moni tor i ng
A continui ng functi on that uses systematic coll ecti on of  data on

specif ied indi cators to prov ide management and the main stakehol ders
of  an ongoing development interventi on wi th indi cati ons of  the ex tent
of  progress and achi evement of  objectives and progress in the use of
al located funds.

Related term: perf ormance moni tori ng, indi cator.

アウトカム（成果）
インターベンションのアウトプット（産出物）によって達成
されると見込まれる、または達成された短期的及び中期的な効
果。
関連用語：結果、アウトプット（産出物）、インパクト、効
果

Outcome
The li kely  or  achi eved shor t- term and medium- term ef fects of  an

interventi on’ s outputs.
Related term: result, outputs, impacts, ef fect.

アウトプット（産出物）
インターベンションの結果として生み出される産出物、資本
財及びサービス。インターベンションから生じた変化であっ
て、アウトカム（成果）達成に関連する変化を含むこともある。

Output s
The products, capi tal goods and serv ices which result from a

development interventi on; may al so incl ude changes result ing from
the interventi on which are relevant to the achi evement of  outcomes.

参加型評価
援助機関及び（受益者を含む）利害関係者の代表が、共同で
評価を計画、実施、解釈するという評価手法。

Par t icipat or y evaluat ion
Eval uati on method in which representati ves of  agenci es and

stakehol ders (i ncludi ng benefi ci ar ies)  work  together  in desi gning,
carryi ng out and interpreti ng an eval uati on.



-15-

パートナー
相互に合意した目標を達成するために協働する個人及び（又
は）組織。
注： パートナーシップの概念は、共通の上位目標、アウト
カム（成果）に対する共同責任、明確なアカウンタビリティ（説
明責任）及び相互義務を含んでいる。パートナーには、政府、
市民社会、非政府組織、大学、専門及び事業団体、国際機関、
私企業などが含まれる。

Par t ners
The indi vi dual s and/or  organi zati ons that coll aborate to achi eve

mutual ly  agreed upon objectives.
Note: The concept of  partnershi p connotes shared goal s, common

responsi bi li ty  for outcomes, di st inct accountabi li ti es and reci procal
obli gati ons.  Partners may incl ude governments, ci vi l soci ety, non-
governmental  organi zati ons, universi ti es, prof essi onal  and busi ness
associ ations, mul ti -l ateral  organi zati ons, pr ivate companies, etc.

実績（パフォーマンス）
開発インターベンションあるいは開発パートナーが、特定の
基準、標準、ガイドラインに従って活動した度合い、または設
定された上位目標や計画に従って結果を達成したかという度合
い。

Per f or mance
The degree to which a development interventi on or  a development

partner operates according to specif ic cr iter ia/standards/gui deli nes or
achi eves result in accordance wi th stated goal s or  pl ans.

実績指標
開発インターベンションの中で生じた変化を立証するため、
あるいは当初計画と比較して結果を示すための変数。
関連用語：実績モニタリング、実績測定（パフォーマンス・メ
ジャメント）

Per f or mance indi cator
A vari able that al lows the veri f i cati on of  changes in the

development interventi on or  shows results relati ve to what was
pl anned.

Related terms: perf ormance moni tori ng, perf ormance measurement.

実績測定（パフォーマンス・メジャメント）
設定された上位目標に対する開発インターベンションの実績
（パフォーマンス）を査定するためのシステム。
関連用語：実績モニタリング、指標

Per f or mance measur ement
A system for assessing perf ormance of  development interventi ons

agai nst stated goal s.
Related terms: performance moni tori ng, indi cator.

実績モニタリング
プロジェクト、プログラム、政策が期待される結果に対して
どの程度実施されているかを比較するために、データを収集、
分析する継続的なプロセス。

Per f or mance moni tor i ng
A continuous process of  coll ecti ng and anal yzing data to compare

how well  a proj ect, program, or  poli cy  is being impl emented agai nst
expected resul ts.
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プロセス評価
実施を担当する組織内部の力学、政策手段、サービス提供の
メカニズム、運営実施、またこれらの連携状況の評価。
関連用語：形成評価

Pr ocess eval uati on
An eval uati on of  the internal  dynami cs of  impl ementi ng

organi zati ons, thei r poli cy  instruments, thei r serv ice deli very
mechanisms, their  management practi ces, and the li nkages among
these.

Related term: formative eval uati on.

プログラム評価
地球規模、地域別、国別、分野別等の開発目標を達成するた
めに整理された一連のインターベンションの評価。
注：開発プログラムとは、分野、課題、及び（又は）地域を
超えて実施されることのある、複数の活動を含む限定された期
間内のインターベンションのことである。
関連用語：国別プログラム／戦略評価

Pr ogram eval uati on
Eval uati on of  a set of  interventi ons, marshaled to attain specif ic

gl obal , regi onal , country, or  sector  development objectives.
Note: a development program is a ti me bound interventi on

involv ing mult iple acti vi ti es that may cut across sectors, themes
and/or  geographic areas.

Related term: Country program/strategy  eval uati on.

プロジェクト評価
個々の開発インターベンションを対象とする評価であり、こ
の開発インターベンションとは、特定の資源と実施期間内で、
また、往々にして、より広範に及ぶプログラムの枠組み内にお
いて、特定の目標を達成するために計画されたものをいう。
注：測定可能な便益をもつプロジェクトの場合、費用便益分
析は、プロジェクト評価の主要な手法である。便益が数量化で
きない場合は、費用対効果がよりふさわしいアプローチとな
る。

Pr oj ect eval uati on
Eval uati on of  an indi vi dual  development interventi on desi gned to

achi eve specif ic objectives wi thin specif ied resources and
impl ementati on schedules, of ten wi thin the framework of  a broader
program.

Note: Cost benefi t anal ysis is a major instrument of  proj ect
eval uati on for proj ects wi th measurable benefi ts.  When benefi ts
cannot be quanti f i ed, cost ef fectiveness is a suitable approach.

プロジェクトあるいはプログラム目標
意図された物的、財政的、組織制度的、社会的、環境的、あ
るいはその他の開発支援結果であり、これらの実現に向け、プ
ロジェクトもしくはプログラムが貢献することが期待されてい
るものである。

Pr oj ect or  pr ogram obj ect ive
The intended physical , f i nancial, institut ional, soci al ,

envi ronmental, or  other development results to which a proj ect or
program is expected to contri bute.
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目的
公に示された開発支援プログラムあるいはプロジェクトの目
標

Purpose
The publ icly  stated objectives of  the development program or

proj ect.

質の保証
質の保証とは、開発インターベンションの長所、価値あるい
は所与の標準の整合性を査定及び改善することに関わる活動を
含むものである。
注： 質を保証するための業務には、審査、RBM（結果重視
マネジメント）、実施中のレビュー、評価などが含まれる。質
の保証は、ポートフォリオの質及びその開発効果について査定
することにも関連するものである。

Qual it y Assurance
Qual ity assurance encompasses any acti vi ty  that is concerned wi th

assessing and improv ing the meri t or  the worth of  a development
interventi on or  its compli ance wi th gi ven standards.

Note: exampl es of  qual ity assurance acti vi ti es incl ude apprai sal,
RBM, revi ews duri ng impl ementati on, eval uati ons, etc.  Qual ity
assurance may al so refer to the assessment of  the qual ity of  a
portfoli o and its development ef fectiveness.

対象範囲（影響範囲 )
開発インターベンションの受益者及びその他の利害関係者。
関連用語：  受益者

Reach
The benefi ci ar ies and other stakehol ders of  a development

interventi on.
Related term: benefi ciari es.

提言
１）開発インターベンションの有効性、質、効率を高めるこ
と、２）目標を再検討すること、３）資源の再分配、を目的と
して行われる提案。提言は結論と関連付けられなければならな
い。

Recommendati ons
Proposal s ai med at enhancing the ef fectiveness, qual ity, or

ef f i ci ency  of  a development interventi on; at redesi gning the
objectives; and/or  at the real locati on of  resources.
Recommendati ons should be li nked to conclusi ons.

妥当性
開発インターベンションの目標が、受益者の要望、対象国の
ニーズ、地球規模の優先課題及びパートナーやドナーの政策と
合致している程度。
注： 過去においては、妥当性の問題は、インターベンショ
ンの目標あるいはその計画が、依然として適切なものであるか
どうかという点が問題になることが多い。

Relevance
The ex tent to which the objectives of  a development interventi on

are consistent wi th benefi ci ar ies’  requirements, country needs, gl obal
pr iori ti es and partner’ s and donors’  poli ci es.

Note: Retrospectivel y, the questi on of  relevance of ten becomes a
questi on as to whether the objectives of  an interventi on or  its desi gn
are stil l appropri ate gi ven changed ci rcumstances.
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ンの目標あるいはその計画が、依然として適切なものであるか
どうかという点が問題になることが多い。

questi on as to whether the objectives of  an interventi on or  its desi gn
are stil l appropri ate gi ven changed ci rcumstances.

信頼性
データや評価判断の一貫性もしくは確実性のことであり、評
価データを収集、解釈するために用いられる手法、手順、分析
の質に関連する。
注： 同様の条件の下で、同様の手法を用いて繰り返し行っ
た観察によって、同様の結果が得られた場合、その評価情報は
信頼できるといえる。

Reli abil it y
Consistency or  dependabil ity of  data and eval uati on judgements,

wi th reference to the qual ity of  the instruments, procedures and
anal yses used to coll ect and interpret eval uati on data.

Note: eval uati on information is reli able when repeated observations
using si mi lar instruments under si mi lar condit ions produce si mi lar
results.

結果
開発インターベンションのアウトプット（産出物）、アウト
カム（成果）、あるいはインパクト（意図的なもの、意図でな
いもの、肯定的なもの、及び（又は）否定的なものを含む）。
関連用語：アウトカム（成果）、効果、インパクト

Result s
The output, outcome or  impact (intended or  unintended, posi ti ve

and/or  negati ve) of  a development interventi on.
Related terms: outcome, ef fect, impacts.

結果の連鎖
開発インターベンションにおける因果関係の連鎖のことであ
り、期待される目標を達成するために必要な一連の流れ、すな
わち、インプット（投入）に始まり、活動及びアウトプット（産
出物）に移行し、アウトカム（成果）、インパクト、フィード
バックに至るまでの連鎖を規定するものである。機関によって
は、対象範囲（影響範囲）もこの結果の連鎖の一部に含まれる。
関連用語：仮定、結果のフレームワーク

Result s Chai n
The causal  sequence for a development interventi on that st ipul ates

the necessary sequence to achi eve desi red objectives-beginni ng wi th
inputs, movi ng through acti vi ti es and outputs, and culminating in
outcomes, impacts, and feedback . In some agenci es, reach is part of
the results chai n.

Related terms: assumpti ons, results framework.

結果のフレームワーク
開発目標はどのように達成されるべきかを説明するプログラ
ムの論理であり、因果関係やその背景にある仮定も含むもので
ある。
関連用語：結果の連鎖、ロジカル・フレームワーク

Result s fr amewor k
The program logi c that expl ai ns how the development objective is

to be achi eved, incl uding casual  relati onships and underl yi ng
assumpti ons.

Related terms: results chai n, logi cal framework.
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結果重視マネジメント
実績（パフォーマンス）及びアウトプット（産出物）、アウ
トカム（成果）、インパクトの達成に焦点を置いたマネジメン
ト戦略。
関連用語：ロジカル・フレームワーク

Result s-Based Management  (RBM)
A management strategy  focusi ng on perf ormance and achi evement

of  outputs, outcomes and impacts.
Related term: logi cal framework.

レビュー
定期的あるいは任意に行われる、インターベンションの実績
（パフォーマンス）を査定すること。
注： 「評価」という語はしばしば「レビュー」よりも総合
的及び（又は）より詳細な査定を意味するものとして使われる。
レビューは実施面に重点を置く傾向がある。時折「レビュー」
と「評価」が同義語として使われることがある。
関連用語：評価

Revi ew
An assessment of  the perf ormance of  an interventi on, peri odical ly

or  on an ad hoc basi s.
Note: Frequently  “eval uati on”  is used for a more comprehensive

and/or  more indepth assessment than “ revi ew” .  Revi ews tend to
emphasize operational aspects.  Someti mes the terms “ revi ew”  and
“eval uati on”  are used as synonyms.

Related term: eval uati on.

リスク分析
インターベンション目標の達成に影響する、もしくは影響す
ることが見込まれる要素（ログフレームでは仮定と呼ばれる）
を分析もしくは査定すること。開発インターベンションによっ
て引き起こされる、人々の生命、健康、財産もしくは環境への
望まれない負の結果が生じる可能性についての詳細検査、及び
こうした望ましくない結果に関する情報を提供するための体系
的プロセス、並びに明確になったリスクに関し、それが生じる
確率及び予想されるインパクトを定量化するプロセスのことで
ある。

Ri sk  anal ysis
An anal ysis or  an assessment of  factors (cal led assumpti ons in the

logf rame) af fect or  are li kely  to af fect the successf ul  achi evement of
an interventi on’ s objectives.  A detail ed examination of  the potential
unwanted and negati ve consequences to human li fe, heal th, proper ty
or  the envi ronment posed by  development interventi ons; a systematic
process to prov ide information regarding such undesi rabl e
consequences; the process of  quanti f i cati on of  the probabil it ies and
expected impacts for identi f i ed ri sks.

セクター・プログラム評価
特定の開発目標の達成に貢献する、一国内もしくは複数の国
にまたがる特定のセクターにおける開発インターベンションの
集合体を対象とした評価。

Sect or  pr ogram eval uati on
Eval uati on of  a cl uster of  development interventi ons in a sector

wi thin one country or  across countri es, al l of  which contri bute to the
achi evement of  a specif ic development goal .
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注： セクターには、保健、教育、農業、運輸等の公共活動
の目的に照らして、同じグループに分類される複数の開発活動
が含まれる。

Note: a sector  incl udes development acti vi ti es commonly  grouped
together  for the purpose of  publ ic acti on such as heal th, education,
agri culture, transpor t etc.

自己評価
開発インターベンションの計画及び実施に携わるものによる
評価。

Self -evaluat ion
An eval uati on by  those who are entrusted wi th the desi gn and

deli very  of  a development interventi on.

利害関係者
開発インターベンションあるいはその評価に、直接または間
接的に利害を有する機関、組織、グループ、個人。

St akehol ders
Agenci es, organi sati ons, groups or  indi vi dual s who have a di rect or

indi rect interest in the development interventi on or  its eval uati on.

総括評価
インターベンションの終了時（もしくはインターベンション
の特定の段階）に、当初見込まれたアウトカム（成果）がどの
程度実現されたかを判断するための調査。総括評価はプログラ
ムの価値についての情報を提供することを意図するものであ
る。
関連用語：インパクト評価

Summat ive eval uati on
A study conducted at the end of  an interventi on (or a phase of  that

interventi on) to determine the ex tent to which anti ci pated outcomes
were produced.  Summative eval uati on is intended to prov ide
information about the worth of  the program.

Related term: impact eval uati on.

自立発展性（持続可能性）
開発インターベンションの終了時における、開発インターベ
ンションによる便益の持続性。
長期的便益が継続する見込み。時間の経過に伴う純益の流出
というリスクに対する回復力。

Sust ai nabi li ty
The continuati on of  benefi ts from a development interventi on af ter

major development assi stance has been completed.
The probabil ity of  continued long-term benefi ts.  The resi li ence 

ri sk  of  the net benefi t f l ows over  ti me.

ターゲット・グループ
特定の個人または組織であり、彼（彼女）らの便益のために
開発インターベンションが行われる。

Tar get gr oup
The specif ic indi vi dual s or  organi zati ons for whose benefi t the

development interventi on is undertaken.
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委託事項
評価の目的及び範囲、用いられる手法、実績（パフォーマン
ス）の査定や分析の実施を行うための標準、配分される資源及
び時間、さらに報告義務を明示した文書。「仕事の範囲」「評
価委託」というふたつの表現も同じ意味で用いられることがあ
る。

Ter ms of  reference
Written document presenti ng the purposes and scope of  the

eval uati on, the methods to be used, the standard agai nst which
perf ormance is to be assessed or  anal yses are to be conducted, the
resources and ti me al located, and reporting requirements.  Two other
expressi ons someti mes used wi th the same meaning are “scope of
work ”  and “eval uati on mandate” .

テーマ別評価
複数の国、地域、分野にまたがる特定の開発重点事項に関わ
るすべての開発インターベンションを抽出したものに対して行
う評価。

Themat ic eval uati on
Eval uati on of  a selection of  development interventi ons, al l of

which address a specif ic development pr iori ty  that cuts across
countr ies, regi ons, and sectors.

トライアンギュレーション
ある査定（アセスメント）を立証及び実証するために、3 つ
もしくはそれ以上の理論、出所、情報の種類、分析の方法を用
いること。
注： 複数のデータ源、手法、分析、理論を組み合わせるこ
とによって、評価者が単一の情報提供者、単一の手法、単一の
観察者あるいは単一の理論研究による偏りを克服することを目
的とする。

Tr i angulati on
The use of  three or  more theori es, sources or  types of  information,

or  types of  anal ysis to veri fy  and substantiate an assessment.
Note: by  combining mult iple data-sources, methods, anal yses, or

theori es, eval uators seek  to overcome the bi as that comes from si ngle
informants, si ngle –methods, si ngle observer  or  si ngle theory  studies.

正当性
当該データ収集方法及び手法によって、測定予定であったも
のをどの程度（実際に）測定できるのかという度合い。

Val idit y
The ex tent to which the data coll ecti on strategi es and instruments

measure what they  purpor t to measure.


